
  市内道路施設の維持管理・大規模補修              １，８１８，３７９千円

○各区の道路等について、適切な維持管理を計画的に実施することにより、道路交通の安全を確保

し、市民の快適な生活環境を維持します。  

  公園緑地・街路樹の維持管理                    １，９５８，９５７千円

○公園や街路樹を適切に維持管理することにより、安全・安心な施設等の利用環境の維持・向上を

推進します。  

  ○街区公園等において、管理運営協議会の設立及び若い世代の参加促進や活動支援に加え、企業や

学校など新たなみどりの担い手の確保及び育成を通じ、グリーンコミュニティの形成に向けた取

組を進めます。（新規） 

＜予 算 額＞

  １０，５３０，２９４千円  （対前年度比：△０．６％）

＜主な事業＞ 

  共に支え合う地域づくりに向けた区役所機能の強化     

区役所等庁舎整備の推進                   ３７４，７８４千円 

○麻生区役所の特定天井の改修や、宮前区役所向丘出張所の一層の活用に向けた取組など、区役

所等庁舎の整備を進めます。  

○「（仮称）大師支所・田島支所複合施設整備基本計画」（令和４年８月策定予定）に基づき、新

支所複合施設の整備に向けた取組を進めるとともに、川崎区役所庁舎のレイアウト等を検討し、

令和５年度の機能再編に向けた取組を推進します。 

区役所改革の推進                       ３９，７３３千円

○コミュニティ施策の推進に向けて、区域レベルの拠点となる場「ソーシャルデザインセンター」

の創出（試行含む）及び運営支援を区ごとに行うとともに、地域レベルの居場所「まちのひろ

ば」の創出に向けた取組を引き続き進めます。

また、区民会議のリニューアルに向けた新しい参加の場として、

区民による対話の場「地域デザイン会議」の試行実施の取組を

進めます。

○地域のことをよく知り、かつ地域をコーディネートする能力や

協働のマインドを持つ職員の育成を図ります。

戸籍・住民基本台帳事務等の利便性向上          ３，４３５，０３０千円 

       （令和３年度補正予算対応 １１,７６４千円） 

○市民の利便性向上のため、マイナンバーカードの交付体制の強化や出張申請受付などカード

交付の更なる取組を推進します。（拡充）

○区役所事務サービスシステムの運用を行うとともに、区役所窓口等における手続きのデジタ

ル化に係る取組を実施します。

７ 区 共 通 予 算

問合せ先：市民文化局庶務課 200-2255 内） 26101 

問合せ先：建設緑政局庶務課 200-2785 内） 38201 

まちのひろばフェス 
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＜予 算 額＞          問合せ先：総務課 201-3121 内） 61110 

  １，６２２，２３４千円  （対前年度比：＋２．５％）

＜主な事業＞ 

  地域資源を活かしたまちづくりの推進                  １９，１５６千円    

○アメリカンフットボール体験イベント等により、地域のスポーツ資源の魅力を発信します。さ

らに、「カルッツかわさき」や「富士通スタジアム川崎」を活用して、ボッチャやカローリング

をはじめとしたパラスポーツを体験できるイベントを開催するなど、富士見公園周辺施設を活

用してスポーツと触れ合う機会を創出するとともに、総合型地域

スポーツクラブと連携して地域交流の場を提供します。 

○東海道川崎宿起立 400 年を迎える令和５年に向けたロードマップ

（平成 30 年度策定）を踏まえて設立された川崎宿起立 400 年プ

ロジェクト推進会議を核とし、地域の様々な団体と協働して、歴

史・文化資源を活かしたスタンプラリー等のイベントや、区内外

への広報を充実させる取組を行うことにより、賑わいを創出す

るとともに、地元への更なる愛着と誇りの醸成を図ります。 

（拡充） 

  川崎区制 50 周年の取組                          ２，４８１千円   

○区の魅力ある地域資源等を活用した映像や記念誌の制作、展示会等のイベント実施など、区の

魅力を再確認・再発見する取組を進め、区民の地域への愛着と誇りの醸成を図ります。（新規）

区のイメージアップに向けた環境まちづくりの推進            ４，３７６千円   

 ○川崎駅周辺の落書き消しや市役所通りのぎんなん採取、東扇島 

地区におけるごみのポイ捨て防止対策など、美観向上や環境改 

善に向けた取組を進めます。 

○区の花であるビオラの花苗やひまわりの種子を緑化活動団体等

へ配布するとともに、地域住民と協働で、富士見公園の花壇等の

植栽を行い、区の花・区の木の周知や地域緑化による区のイメ

ージアップを図ります。

  誰もが安心して、生き生きと暮らせるまちづくりの推進         ３，５１１千円   

○区オリジナル体操「ほほえみ元気体操」を活用し、幅広い世代が身

近な場所で主体的に健康づくり・介護予防に取り組めるよう支援

します。 

○地区カルテ等を活用し、地域における多様な主体と顔の見える関

係を築きながら、地域で活動する団体の情報を広く発信して成功

事例を共有するとともに、地域情報や課題を区民と共有するため

のワークショップ等を開催するなど、さまざまな機会を捉えた普

及啓発に引き続き取り組み、支え合いの地域づくりを進めます。  

川 崎 区 

東海道川崎宿起立 400 年 

記念ロゴマーク 

ビオラの植栽 

「ほほえみ元気体操」による

地域の健康づくり活動
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  地域における子ども・子育て支援の推進                      １０，６９９千円     

○保育所、幼稚園、福祉施設等の子育て支援機関からの申請に基づいて、ボランティアによる通

訳・翻訳を行い、日本語に不慣れな子どもや保護者を孤立させないための支援を行います。

○不登校やひきこもりなどの問題を抱える子どもの居場所「こどもサポート旭町」を週４日開所

し、子どもの状況に応じた社会参加を促します。併せて保護者相談や子どもの心理的ケアなど

を引き続き丁寧に行い、子どもと保護者に寄り添った支援を進めます。

○日本語に不慣れな小中学生が学校生活や地域生活に適応し、健全で安心な生活を送れるよう、

日本語能力の習得や教科の基礎学習の支援を行うとともに、孤立を防ぐための居場所づくりを

推進します。

  安全・安心なまちづくりに向けた地域防災力の向上           ４，０３０千円  

○新型コロナウイルス感染症の影響下における避難所の受入体制を強

化するとともに、地域防災力の向上を目指し、実効性の高い避難所開

設・運営訓練、津波避難訓練を区民や関係機関等との連携により実施

します。また、外国人住民を対象とした通訳者付きの防災講座の実施

や多言語版風水害避難チラシを活用した啓発を実施します。 

○区災害対策本部の充実、強化を目的として、区職員の災害対応力の

向上のための実践的な職員向け訓練・研修を実施します。また、区

本部や避難所の運営において必要となる資器材の整備を行い、災害に強いまちづくりを推進し

ます。 

  交通安全と自転車対策の推進                        ４，３７６千円  

○警察、各種交通安全団体等と連携し、交通安全キャンペーン活動を

行うとともに、幅広い世代を対象に自転車大会や交通安全教室等を

開催し、広く啓発活動を行うことで、交通事故の防止、交通ルール

の遵守及びマナー向上を推進します。 

○地域、家庭、学校が一体となり、子どもを交通事故から守るという

意識の向上を目的として、川崎区新入学児童「交通安全絵のコン

クール」を実施します。区内を走るバスに作品を展示するほか、

作品を使用した啓発品を交通安全キャンペーン等で配布します。 

○駅周辺における放置自転車が歩行者の通行の妨げになっているため、小学生の絵画を使用した

啓発シートを路面に設置し、放置自転車の減少に向けた環境整備に取り組みます。 

  区の機能強化に向けた取組                         ５，０００千円    

 ○区が適切かつ速やかに課題解決に対応できるよう、区の機能強化に向けた取組を推進します。 

  道路の維持補修                             ８４６，２６６千円

○区内の道路等の維持補修、清掃等を行います。

 公園緑地・街路樹の維持管理        ２０１，７７３千円

○区内の公園緑地の樹木の剪定や街路樹の維持管理、また、施設補修等を行います。

交通安全絵のコンクール 

金賞作品（Ｒ３） 

川崎区総合防災訓練 
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＜予 算 額＞          問合せ先：総務課 556-6602 内） 62110

  ９４６，４８２千円  （対前年度比：＋０．７％）

＜主な事業＞ 

  幸区制 50 周年の取組 ２，０００千円    

 ○「住んで良かった」と思えるまちの契機となるよう、「幸せの想いをつなぐまち 心のふるさと

さいわい」を基本コンセプトとして、誰もが参加・交流できる、区制 50 周年を記念した取組を

行います。（新規）

  地域資源を活かしたまちづくりの推進 ２２，２６９千円    

○区制 50 周年を契機とした区役所敷地内への新たな花壇整備をはじめ、地域住民等と連携・協力

して緑化活動を実施することで、花と緑のうるおいのあるまちづくりを推進します。（拡充）

○開業 150 周年を迎える川崎駅、「貨物の聖地」と呼ばれる新鶴見

機関区などの鉄道スポットや、幸区にゆかりの深い、絵本作家

のかこさとしさんと区のつながりを発信することで、区民の区

への愛着を深めるとともに、まちの賑わいを創出します。

 ○「新川崎・創造のもり」での子ども向け科学体験イベントや、

ミューザ川崎シンフォニーホールでのコンサートの開催、梅林

の復活に取り組んできた御幸公園の一層の活用・賑わい創出等、

地域特性を活かした魅力あるまちづくりを推進します。

  健康で安心して暮らし続けられるまちづくりの推進 ６，１３７千円    

 ○地域包括ケアシステムの構築に向け、講演会・講座の開催や、町内会・自治会など小地域単位

での地域特性を活かした自助・互助活動の支援等により、地域住民が主体となる、人と地域の

つながりが活発で見守り支え合う地域づくりを進めます。

○情報誌「保健福祉情報さいわい」で地域活動を特集する等、地域包括ケアシステムの構築・推

進に向けて戦略的に広報を行い、区民の保健福祉に対する理解を深めます。

○「50 代からのさいわい健幸Ｂｏｏｋ」の新たな発行や、自主活動グループ交流会の実施等によ

り、身近な場所での健康づくり活動を支援します。

  安心して子育てできるまちづくりの推進 ８，８６７千円    

 ○新型コロナウイルス感染症の影響下での保育施設に関する情

報提供をより充実させるため、施設案内映像の制作・配信を

更に推進し、利用者に対するきめ細やかな相談・支援を行い、

待機児童の解消を図ります。

 ○子ども・子育て支援関係団体の連携強化を図り、地域全体で子

  育てを支援する環境づくりの取組を進めます。また、子育て関

連情報の提供や子育て交流の場の提供、中高生向け地域ボラン

ティア（はぴ☆ボラ）による若者の地域へのつながりの推進等 

を通じ、子ども・子育て支援の取組を進めます。 

幸 区  

はぴ☆ボラ 

「貨物の聖地」 

新鶴見機関区 
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  地域コミュニティ活性化の推進 ５，６５０千円    

 ○区制 50 周年を契機に、個人や団体がまちの色々な場所で交流イベントを同時に行う事業を立

ち上げ、地域における人と人とのつながりをつくり、若い世代等が地域活動に参加しやすい環

境の醸成を図ります。また、活性化講座の開催や町内会・自治会の主な活動を紹介したパンフ

レット等の配布により、身近な町内会・自治会を中心とした地域活動を支援します。（拡充）

 ○市民活動コーナーについて利用団体による自主的な運営を支援するとともに、団体相互の交流

を促進し、市民活動の活性化を図ります。

  安全で安心に暮らせるまちづくりの推進 ８，１７６千円    

 ○避難所運営会議が実施する防災訓練の支援等により地域防災力を強化するとともに、新型コロ

ナウイルス感染症の影響下に配慮した訓練・研修を通じて職員の災害対応力を向上させ、防災

体制の充実を図ります。

・「幸区避難所訓練マニュアル」等を活用した区内全避難所（23 か所）における避難所開設・

運営訓練の継続実施

  ・幸区災害対策協議会を通じた関係団体（85 団体）相互の連携強化

 ○地域及び関係団体とともに大規模災害時に必要な対策を検討

する協議会を、新型コロナウイルス感染症対策を施しながら実

施し、防災に関する情報収集・共有を図り、地域防災力の強化

に向けた取組を推進します。

○交通安全教室の開催や事故防止に向けた啓発活動の実施など、

区民の交通安全に関する意識高揚に向けた取組を進めるとと

もに、地域及び関係団体と連携しながら、防犯や防火などの

啓発活動を実施し、安全・安心なまちづくりを推進します。

  区役所サービス向上への取組 ３，２０６千円    

○隔年で実施する区民アンケートに加え、若い世代の意見を取り入れた取組展開の基盤とするた

め、区内在住の 15～17 歳の若者を対象とした「高校生アンケート」を実施し、今後の地域づく

りに向けた施策の検討に活用します。（拡充）

○「さいわい広報特別号」の発行により、区制 50 周年に関する情報をはじめ、区政や地域資源等

に係る情報を区民へ発信します。

○窓口等における混雑緩和・効果的な対応につながる環境整備や、「区役所改革の基本方針」に基

づく効率的・効果的な業務サービス提供に向けた研修等による職員の人材育成等を行い、区役

所サービスの一層の向上を図ります。

  区の機能強化に向けた取組 ５，０００千円    

 ○区が適切かつ速やかに課題解決に対応できるよう、区の機能強化に向けた取組を推進します。

  道路の維持補修 ５５３，９０８千円    

 ○区内の道路等の維持補修、清掃等を行います。 

  公園緑地・街路樹の維持管理 ５９，５３０千円    

○区内の公園緑地の樹木の剪定や街路樹の維持管理、また、施設補修等を行います。

交通安全教室 
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＜予 算 額＞        問合せ先：総務課 744-3122 内)63110 

  １，２９０，０１３千円  （対前年度比：△０．２％）

＜主な事業＞ 

  地域活性化に向けたコミュニティづくりの推進 １２，４１８千円    

○武蔵小杉駅周辺地域のコミュニティ形成の取組を支援します。また、公共空間等を活用し、人々

が憩い、多様な活動ができる場を創出するための取組や、持続可能な実施体制づくりに向けた

検討を行います。  

○地域メディアと連携した取組「なかはらメディアネットワーク」において、ケーブルテレビや

ＦＭラジオによる地域情報番組の制作、地域新聞への記事掲載により、区の魅力や行政情報を

発信します。また、区制 50 周年記念事業の広報や区民アンケートを実施します。（拡充） 

○商店街を地域の情報交換や交流の場として、店舗の特徴を活かした各種教室やテーマ性を意識 

したイベントの開催など、地域コミュニティの活性化に向けた取組を推進します。

  安全・安心なまちづくりの推進                         ４，８６７千円    

○防犯パトロール実践講座の実施、防犯パトロール資器材の貸し出 

し、子ども自身が犯罪から身を守る力を養うための安全マップづ

くり等により、地域防犯活動の活性化に向けた取組を推進します。

また、区役所の公用車による犯罪抑止に向けた自主防犯パトロー

ルを実施します。 

○区の総合的な防災力向上のため、地域の担い手の育成（出前講座・

区総合防災訓練、避難所運営会議や自主防災組織の活動支援）、 

地域連携力の強化（武蔵小杉駅エリアの帰宅困難者対策訓練）、区本部の機能強化（職員研修

や区本部運営訓練）に向けた取組を推進します。 

○自転車やバイクに関する交通事故を防止するため、スケアードストレート方式（スタントマ

ンが交通事故を再現）による交通安全教室を実施します。 

人と人との出会いを橋わたしする地域福祉の活性化 ２，２８０千円

○地域包括ケアシステムの浸透や地域交流のきっかけづくりに向けた取組を推進するとともに、

障害のある人への合理的配慮のため、区の主催事業への手話通訳者等の派遣を実施します。

  区民と協働したこども支援の推進 ９，０７１千円    

○「中原区子育て情報ガイドブック」、「子育て情報等紹介リーフ

レット」、「中原区周辺子育て施設マップ」、ホームページ等によ

り多種多様な子育て情報を効果的に提供します。

○区内の子どもに関わる団体・機関による情報交換、子育て情報

紙「なかはら子ネット通信」の発行、交流事業「なかはら子ども

未来フェスタ」や新たなボランティア人材を育てるために子育

て支援者養成事業を開催し、地域で子育てを支えるまちづくり

を推進します。

   中 原 区 

小学校での安全マップづくり 

各種子育て情報 
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○親子の仲間づくりや子育てしやすい地域のコミュニティづくりを推進するため、子育てサロ

ン（15 か所）の運営を支援します。また、令和４年度に子育てサロン 20 周年を迎えることか

ら、サロンメンバーの更なる意欲向上と地域への周知に向けた記念誌を発行します。（拡充）

スポーツ・文化資源・みどりなどの地域資源を活用したまちづくりの推進  １３，８９３千円    

○区内に拠点を置く「かわさきスポーツパートナー」と連携

し、サッカー教室、バレーボール教室、バスケットボール

教室等の開催により、スポーツを通した地域の活性化を

推進します。

○市民が気軽に運動できる機会を提供するため、誰もが簡

単にニュースポーツやパラスポーツ、最先端スポーツ等

を楽しめる「中原スポーツまつり」を開催します。

○地域で活動するアマチュアミュージシャン等が出演し、ボランティアスタッフが企画・運営す

る音楽ライブ「Ｉｎ Ｕｎｉｔｙ」を開催し、音楽を通じた地域の活性化を推進します。

○地域における地球温暖化防止等に向けた取組の普及啓発を推進するため、学校・企業・地域等

と連携し、区内小学校での「子ども環境学習」や「エコ暮らしこフェア」等を開催します。ま

た、「ゴーヤーの種の配布」による緑のカーテンの普及を行います。

区役所サービスの環境改善  １，９０７千円    

○中原区における人口増加に伴う行政需要に対応した適切な区役所サービスの提供に向けて、

窓口混雑緩和対策やサービス向上研修、庁舎内の環境改善の取組のほか、区役所を訪れる誰

もが気軽に集い憩うことのできる空間整備に向けた取組を推進します。また、来庁者向けの

手指消毒液の設置や窓口へのアクリル板設置、滅菌機を使用した筆記用具の消毒等、継続し

た感染症対策に取り組みます。

  中原区制 50 周年の取組 ２，０４２千円    

○令和４年４月１日に区制 50 周年を迎えることを

記念し、21 世紀の到来を記念し封印した「なかは

ら世紀越えカプセル」の開封イベントやかわさき

スポーツパートナーと連携したオリジナル婚姻届

の作成、なかはら親子体操のリニューアル等の記

念事業を実施します。（新規）

  区の機能強化に向けた取組 ５，０００千円

○区が適切かつ速やかに課題解決に対応できるよう、区の機能強化に向けた取組を推進します。 

  道路の維持補修                              ４９４，６４６千円

○区内の道路等の維持補修、清掃等を行います。

公園緑地・街路樹の維持管理 ４６８，１５０千円  

○区内の公園緑地の樹木の剪定や街路樹の維持管理、また、施設補修等を行います。

ドローンサッカー（中原スポーツまつり） 

なかはら世紀越えカプセル 
区制 50 周年記念 
ロゴマーク 
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＜予 算 額＞           問合せ先：総務課 861-3120 内） 64110 

  ９１３，１０５千円  （対前年度比：△６．９％）

＜主な事業＞ 

  地域資源を活用した魅力あるまちづくりの推進             １０，８４２千円

 ○高津大山街道周辺の歴史的・文化的な資源や橘地区の農的資

源等を活用したイベントの開催と、担い手となる人的資源の

交流促進・連携強化により、地域の活性化や区全体の魅力向上

を図ります。

 ○区内の自然・文化等の地域資源をつなぐ「高津のさんぽみち」

のマップ配布や活用、公共サインの更新により、回遊性のある

魅力的なまちづくりを進めます。また、高津区に関する写真

等の資料を社会的資産として活用し、区民の目に留まる機会

を増やすことにより、ふるさと意識の醸成を図ります。

○区民との協働による花壇の維持管理、二ヶ領用水久地円筒分水の清掃活動、かすみ堤の整備等

を行うことにより、身近な憩いの場として花と緑のある空間を創出します。

〇多様な媒体を活用した広報や区のプロモーションにより、幅広い区民に対して積極的かつ効果

的に区の重要施策やイベント情報を発信し、区民の地域に対する愛着や誇りの醸成を図ります。

  多様な主体との連携による地域コミュニティ活性化の推進      １３，７０７千円    

○区にゆかりのある音楽・ダンス関係団体等と連携したイベント

を開催することにより、地域における音楽・ダンス文化の普及

と参加機会の拡充を図るとともに、地域のつながりづくりを推

進します。また、多様な主体の連携によるイベント運営や障害

者スポーツ体験の実施を通じて、かわさきパラムーブメントの

啓発を進めます。

○まちづくりに関心のある区民や、地域における誰もが集える居

場所「まちのひろば」の創出に取り組む区民に対し、相談や支

援機会を提供するとともに、多様な主体の連携により区内の

様々な地域資源の活用を図りながら、市民創発のまちづくりを促進します。また、町内会・自

治会の役割について区民の理解を促進する取組や感染症対策等を踏まえた活動支援を行い、地

域における「顔の見える関係づくり」を支援します。加えて、市民活動・まちづくり活動に必

要な場を各団体へ提供することにより、地域コミュニティの活性化を図ります。

  総合的な子ども・子育て支援の推進 ３，３７０千円    

○誰もが安心して子育てできるよう、各種子育て支援講座を実施するほか、一部に英語・日本語

ルビを付した子育て情報ガイドブックを区民と協働で発行し、子育て情報を発信します。

○関係機関が連携し、地域で子育てしやすいまちづくりを推進するとともに、子育てグループ等

の活動を支援することにより、地域の子育て力の向上を図ります。

    高 津 区 

橘地区の農産物の直売を通じて

生産者と区民の交流機会を創出 

市民活動のきっかけづくりを目指す

「まちづくりカフェたかつ」 
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  すこやか・支え合いのまちづくりの推進 ２，６２６千円    

○住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる地域

包括ケアシステムの推進に向け、在宅医療の普及啓発を行う

とともに、地域社会全体で高齢者を見守る体制づくりを進め

ます。また、区内マンションにおける住民間や地域との「つ

ながりづくり」の取組を支援し、良好なコミュニティ形成を

推進します。

 ○「高津公園体操」の普及促進や健康づくり活動団体の交流を

図り、介護予防・健康寿命の延伸や多世代交流、見守り活動

など、共に支え合う地域づくりにつなげます。

  安全・安心なまちづくりの推進 １４，０７５千円    

 ○住民相互の連携力・防災力を強化するため、高津地区・橘地区の防災訓練を継続して実施する

とともに、感染症対策等も含めた避難所運営体制の強化を図るため、自主防災組織と連携した

会議や避難所開設訓練を計画的に実施します。また、区民の防災意識を喚起し、主体的な防災

行動を促すため、身近な地域の減災マップを参加者自らが作成するワークショップの開催や各

種防災パンフレットを活用した啓発活動を引き続き実施します。さらに、令和元年東日本台風

による平瀬川下流域付近の浸水被害を踏まえた対策として、当該地域の住民に避難等に係る情

報を周知する平瀬川氾濫警報装置を整備し、地域防災力を強化します。

○交通安全意識向上と事故防止のため、区内中学校での交通安

全教室の開催や多世代に向けた広報冊子の作成・配布等、自

転車交通安全ルールの確立に向けた啓発活動を実施します。 

○学校ビオトープを活用した環境学習・雨水循環の取組の推

進、緑ヶ丘霊園内の森における保水力向上や自然の賑わいの

回復に向けた活動等、「エコシティたかつ」推進方針に基づ

く各種取組を通じて、気候変動への適応策等に関する区民へ

の普及啓発を進めます。また、溝口周辺がモデル地区となっ

ている市の脱炭素戦略に基づく取組「脱炭素アクションみぞ

のくち」について、区民への周知広報を行います。（拡充） 

  高津区制 50 周年の取組 ２，０００千円    

 ○区制 50 周年を記念するイベントやその他事業により、区内の多様な主体と連携しながら区の

魅力を発信し、区民の地域への誇りや愛着を育み、地域のつながりづくりを推進します。（新規） 

  区の機能強化に向けた取組 ５，０００千円    

○区が適切かつ速やかに課題解決に対応できるよう、区の機能強化に向けた取組を推進します。

  道路の維持補修 ３８３，６９１千円    

 ○区内の道路等の維持補修、清掃等を行います。

  公園緑地・街路樹の維持管理 ４５，１９５千円    

○区内の公園緑地の樹木の剪定や街路樹の維持管理、また、施設補修等を行います。

区内小学校との連携により 

健全な森づくりを進めています 

健康づくりを通じて地域の交流が

広がる「高津公園体操」 
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＜予 算 額＞          問合せ先：総務課 856-3122 内） 65110 

 ８０６，５７５千円  （対前年度比：△３．６％）

＜主な事業＞ 

  多彩な地域資源を活かしたまちづくりの推進              １０，５８６千円

○区内を中心に活動する和太鼓団体による演奏のほか、地域に伝わる民俗芸能の紹介を取り入れ、

「響け！みやまえ太鼓ミーティング」を開催し、文化・伝統の再認識と、保存・継承に向けた

担い手の発掘と育成につなげます。

○様々な世代がスポーツや健康づくりに親しめる環境づくりと

パラスポーツの普及啓発のため、地域の特性を活かし、区民

を対象とした事業を進めます。

○歴史的遺産や農などの地域資源を活用したウォーキングイベ

ントの実施や、農産物直売所ガイド＆マップ、宮前歴史ガイ

ド等による情報発信を行い、多様な人材の参画による地域づ

くりを推進します。

○区内のさまざまな魅力・情報の発信に向けて、市民活動団体等からの事業提案を募集し、協働 

による取組を推進します。（拡充） 

 地域活動の担い手・ネットワーク・場づくりの推進               １３，５８６千円

○町内会・自治会のエリアマップを転入時に配布するほか、子育て世代向けリーフレットを地域

のイベントで配布するなど、町内会・自治会活動への理解と加入の促進に取り組みます。

 ○宮前区ご近所情報サイト「みやまえご近助さん」を運営し、町内会・自治会をはじめとした地

域活動や地区カルテの情報を町名ごとに掲載することで、身近な暮らしの中でのつながりづく

りを支援します。併せて、子育て世代の「ご近助コンシェルジュ」

の活動を通じて、地域活動と子育て世代の相互理解を図り、多世

代交流や多様な主体の連携の促進を行います。

○宮前区まちづくり協議会を通して市民活動団体を支援するとと

もに、団体間の交流や連携を促進し、地域の活性化を図ることで、

区民主体のまちづくりを推進します。

 ○区民による主体的な花壇の管理・整備を推進し、地域コミュニテ

ィの形成支援及び区のイメージアップを図ります。また、講演会

を開催し、緑化活動団体の活性化に向けた人材育成と技術支援を行います。

 ○「夏休み子どもあそびランド」を実施し、子どもたちが「あそび」を通じて地域住民と交流を

図ることで、地域を「ふるさと」として実感できる地域形成を促進します。

 心がつながり、互いに支え合う地域の輪づくりの推進          ５，６９８千円

○地域包括ケアシステムの構築に向けて、多様な主体と連携した地域のつながりづくりへの支

援、地域包括ケアシステム推進に関する講演会等の開催、理解と共感を広げる情報発信など

を行います。

   宮 前 区 

花と緑のあふれる住みよいまちづくり 

（東名川崎インターチェンジ前花壇） 

ポールウォーキング＆ 

ストレッチ教室 
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○区民の健康づくりの実践を支援するために、健康や地域の活動の

場について、公園体操や認知症カフェマップ等の配布を通じて情

報発信を行います。

○心のバリアフリーを目的とした「しあわせを呼ぶコンサート」を

開催し、障害者の相互理解、自立支援・社会参画の拡大を目指し

ます。

  地域における、切れ目のない子ども・子育て支援の推進       ７，７３５千円    

 ○情報誌「みやまえ子育てガイドとことこ」や、ホームページ、ソーシャルメディアなど多様な

媒体を活用し、障害のある方や外国人住民を含む全ての区民が、地域の中で安心して子育てが

できるよう支援します。

○子ども・子育てに関わる地域の関係者の連携により、子ども及びその保護者と子育てグループ

やサロン・広場等の交流が進むよう支援等を行い、子どもたちが安全で安心して暮らせるまち

づくりを進めます。

 ○親子で自然体験ができる機会の創出や地域住民を主体とした「冒険遊び場」活動を契機として、

子どもの自然を大切にする心を育むとともに、子どもたちのすこやかな成長と地域コミュニテ

ィの活性化を目指します。

  区民との協働による安全・安心で、快適なまちづくりの推進     ５，６５５千円

○地域防犯団体のパトロール活動や落書き消し活動の支援、交通安全

教室の実施等により、安全で安心して暮らせるまちを目指します。

○多世代交流イベントの「みやまえご近助ピクニック」と連携した防

災フェアを開催し、地域住民の防災意識の普及啓発を図ります。

また、防災推進員養成研修を実施し、地域人材の育成を行います。

  宮前区制 40 周年の取組 ２，０９９千円

 ○「つながれ、ミライのまちへ」をテーマに区民が地域に愛着を感じ、

将来につなげていくための記念式典等の実施や協賛事業への呼びか

けを行い、地域と行政が一体となってお祝いする機運を盛り上げま

す。（新規）

  区の機能強化に向けた取組                         ５，０００千円    

○区が適切かつ速やかに課題解決に対応できるよう、区の機能強化に向けた取組を推進します。

  道路の維持補修 ３４６，２１６千円

 ○区内の道路等の維持補修、清掃等を行います。

  公園緑地・街路樹の維持管理 ７０，６１７千円

○区内の公園緑地の樹木の剪定や街路樹の維持管理、また、施設補修等を行います。

公園体操 

交通安全教室 

宮前区ＰＲキャラクター 
宮前兄妹
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＜予 算 額＞          問合せ先：総務課 935-3122 内） 66110 

  １，１２５，１７２千円  （対前年度比：△１０．４％）

＜主な事業＞ 

  多摩区制 50 周年の取組 ２，１２６千円 

○令和４年４月に迎える区制 50 周年を、地域と行政が一体となってお祝いする機運を醸成する

とともに、まちづくりの取組を一層推進する契機とするため、記念式典の開催や記念誌の作成

などの取組を進めます。（新規） 

  地域資源を活用した賑わいと魅力あるまちづくりの推進     ２０，６４５千円

○多様な主体との協働やＳＮＳ、メディア等の媒体により、区の魅力

を内外に積極的に発信するなど、区への関心を深め、訪れる人も住

む人も楽しめる「ピクニックタウン多摩区」の取組を進めます。

○「たま音楽祭」や生田緑地を会場とした「ピクニックコンサート」

等を開催し、音楽を通じて多摩区の魅力発信とイメージアップを

推進します。

○スポーツに親しむ機会の提供と、優れたスポーツ選手との交流を通

じて地域のスポーツ活動を促進するため「多摩区スポーツフェスタ」を開催します。

○登戸土地区画整理事業の進展に伴い大きく変わりゆく登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区の状況を踏

まえ、まちの賑わい継承の手法の一つとして、ＡＲ（拡張現実）を活用した取組を実施し、ま

ちの回遊性の向上を図ります。 

  災害に強く安全で安心できるまちづくりの推進               ４，４３０千円    

○地域防災力向上のため、区民の防災意識の醸成、自主防災組織の育成等を目的とした防災フェ

ア・防災講座等の開催や、防災に対する地域人材育成の促進に加え、次世代の防災リーダーを

発掘・育成するため、子育て世代等も興味を持って参加できる訓練を実施します。

○区の危機管理能力向上のため、職員を対象に防災基礎研修や実践形式の避難所開設研修等を実

施します。また、避難所等において迅速かつ的確な運営を実施するための物品を整備します。

 ○地域、警察及び消防と連携して地域へのパトロール活動支援や防犯・交通安全対策を併せた啓

発の取組を実施し、安全で安心できるまちづくりを進めます。

 ○スタントマンが自転車の危険運転を実演するスケアードストレート方式の交通安全教室の開催

や、小学生から募集した交通安全標語による啓発活動により、交通安全意識の定着を図ります。

たまっ子を区民みんなで育てるまちづくりの推進 ６，４９３千円

○子育ての悩みや不安を解消し、地域で安心して子育てできるように、子ども・子育てに関する

情報や相談窓口の情報を多様な方法で提供します。

○子ども・子育て支援団体や関係機関によるネットワーク会議を開催し、地域全体で子育てを支

援する取組を進めます。 

○公園や広場など身近にある自然環境の中で子どもの外遊びと地域との交流を推進し、子どもの

創造力と社会性を培います。

   多 摩 区 

たま音楽祭
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  すこやかに安心して暮らせる地域福祉・健康のまちづくりの推進 ５，０７４千円

○誰もがすこやかに安心して暮らせる地域を目指し、地域の団体同士の

つながりを育む仕組みを創出するため、地域の団体の活動を視察する

現地ツアーや報告会を開催するなど、地域特性に応じた地域づくりの

取組を推進します。また、地域包括ケアシステムの理解促進を目的と

した広報誌を引き続き発行するなど、地域包括ケアシステムの構築に

向けた取組を一層推進します。（拡充）

○区内小学校での認知症サポーター養成講座や中学校での認知症講演会

の開催を継続し、認知症への理解を深め、認知症の人や家族が安心し

て暮らせる地域づくりを進めていきます。

○多摩区総合庁舎アトリウムを利用し、区内の障害者団体や作業所

等の活動紹介や作品展示、相談先の紹介等を行う「パサージュ・た

ま」を開催するとともに、参加団体の日頃の活動の様子を紹介する

動画を作成し、広報するなど、障害福祉への理解と関心を一層深め

てもらうための取組を推進します。（拡充）

  市民自治を一層進める地域人材によるまちづくりの推進 １６，１７８千円  

○区内に立地するなど多摩区にゆかりのある３大学と地域との交流・連携を図ることを目的とし

て、大学生の地域参加を促進するプログラム「たまなび」や「多摩区３大学コンサート」など

を実施します。また、地域の課題解決に向けた取組を３大学と連携して実施します。

○町内会・自治会への加入促進のための広報物の発行や講演会等の開催、町内会・自治会への各

種補助制度・活動事例等を紹介する冊子の作成等により、

町内会・自治会を支援し、地域コミュニティの活性化を図

ります。

○「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」における

区域レベルの取組を推進するため、地域で活動する団体等

からの相談受付や活動支援に向けたコーディネート等を

行うソーシャルデザインセンターについて、区民主体で効

果的に運営するための支援を行い、市民創発による地域課

題の解決に向けた取組を進めます。

 区の機能強化に向けた取組 ５，０００千円

 ○区が適切かつ速やかに課題解決に対応できるよう、区の機能強化に向けた取組を推進します。

  道路の維持補修                              ４２４，８９９千円

 ○区内の道路等の維持補修、清掃等を行います。 

  公園緑地・街路樹の維持管理                      １８５，１６７千円   

○区内の公園緑地の樹木の剪定や街路樹の維持管理、また、施設補修等を行います。

多摩区ソーシャルデザインセンター 

多摩区地域包括ケアシステム

広報誌「地ケア TAMA」 

-89-



＜予 算 額＞          問合せ先：総務課 965-5106 内） 67110 

  ９３５，０６８千円  （対前年度比：△２．８％）

＜主な事業＞ 

  芸術・文化のまちづくりの推進 １５，０６５千円    

 ○区内に集積する芸術関係の資源を活かしながら、市民、事業者、教

育機関、行政等が連携して「芸術・文化のまち麻生」を推進します。

団体間の連携や活動の発信、市民が芸術・文化のまちづくりに参加

する機会となる「カフェ・グランデ あさお」の開催等を通じて、誰

もが身近に芸術・文化を楽しめる取組を実施します。

 ○地域の文化団体や観光関係団体等と連携して、麻生区特有の伝統・

伝承文化の魅力を活かした事業を実施します。

  麻生区制 40 周年の取組 ２，０００千円    

○地域団体・企業・大学等で構成される実行委員会により、区民がともに未来を見据えたまちづ

くりを考えるきっかけとなるような記念式典や各種イベント等を行います。（新規）

  農と環境を活かしたまちづくりの推進 ５，９７０千円    

 ○大学や農業事業者、区民等と連携し、区内の農業資源や環境資源を

活かした地域活性化に向けた取組を推進します。

 ○区のローカルＳＤＧｓプラットフォームの創設に向けた取組を推進

し、持続可能なまちづくりを目指します。（拡充）

 ○市民団体と連携し、自然エネルギーの活用など地球温暖化防止等に

関する普及啓発の取組を推進します。

  高齢化への対応とすこやか・支え合いまちづくりの推進 ３，７８１千円    

 ○高齢化が進展するなかで、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、

地域活動の担い手を発掘・育成し、地域の実情に合わせた住民主体の地域づくりに向けた取組

を進めます。また、健康づくり・介護予防や支え合いの意識の醸成を図るための普及啓発や情

報発信を実施します。

 ○区民や地域団体、関係機関等多様な主体と地域の現状や課題を共有し連携を図り、地域ぐるみ

で支え合いの地域づくりを進めます。

  安全・安心まちづくりの推進 ６，７３４千円    

 ○多様な主体の参加による総合防災訓練を引き続き実施するととも

に、誰一人取り残さない災害に強いまちづくりに向け、自助・共助の

取組の普及・啓発に関する取組を進め、地域に根差した、実践的かつ

効果的な自主防災訓練を促進します。

 ○区の災害対応力の向上を図るため区本部運営訓練等の実施、避難所

の安定運営に資する避難所運営会議への活動支援を推進します。

     麻 生 区 

kirara@アートしんゆり 

野菜の収穫体験 

麻生区総合防災訓練 
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○交通安全・防犯の関連団体等と連携し、街頭啓発活動、安全パトロール実施組織への支援、研

修会、スケアードストレート方式による交通安全教育、麻生区メール配信システムの運用等を

行います。

  総合的な子ども・子育て支援の推進                     ５，５２８千円    

 ○子ども・子育て関連団体等との連携会議を通じ、情報の共有や課題

を把握し、地域ぐるみで子ども・子育て支援に取り組みます。

○区内の保育所等子育て関連機関や民間企業と連携し、地域における

子育て支援を推進します。

○子育て支援情報を様々な媒体を活用して発信し、各種制度や相談等

の支援に繋げることで、保護者の育児による孤立感や不安の軽減を

図ります。

○麻生区・６大学公学協働ネットワークとの連携により、近隣大学の専門性を活かした事業やイ

ベントを実施します。体験学習やコンサート等を通じ、子ども達に多様な経験の機会を提供す

るとともに、大学と地域の連携を促進し、より麻生区に愛着が持てるまちづくりと子ども・子

育て支援を実施します。

  地域資源を活用したコミュニティづくりの推進 １８，３２７千円    

 ○市民主体で運営する市民活動支援の拠点である「麻生市民交流館や

まゆり」を通じて、市民活動の場や情報等を提供し、市民活動の一

層の推進を図ります。

○地域の担い手である町内会・自治会の活動を支援し、地域住民のつ

ながりや地域の課題解決力の強化を図るとともに、地域コミュニ

ティの活性化に取り組みます。

○地域人材を発掘・育成し、市民活動・地域活動へつなげるしくみづ

くりを進めます。

○川崎フロンターレ麻生グラウンドをはじめとした区内の様々なス

ポーツ資源を活用した連携事業を実施するほか、「あさおスポーツ

フェスティバル」を通じて、区内で行われる各種スポーツ大会を支

援します。

○スポーツ・健康ロードの活用や総合型地域スポーツクラブ運営支援

事業等を実施し、スポーツを通じたコミュニティづくりを進めます。

○総合型地域スポーツクラブやスポーツセンターにおけるパラスポー

ツ体験・教室開催の支援等を実施し、かわさきパラムーブメントを推進します。

  区の機能強化に向けた取組 ５，０００千円

 ○区が適切かつ速やかに課題解決に対応できるよう、区の機能強化に向けた取組を推進します。

  道路の維持補修  ４５１，３７６千円    

 ○区内の道路等の維持補修、清掃等を行います。 

  公園緑地・街路樹の維持管理 １０９，６１４千円    

○区内の公園緑地の樹木の剪定や街路樹の維持管理、また、施設補修等を行います。

川崎フロンターレ 

との連携イベント 

ビバ!あさおの子どもたち 

交流コンサート 
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＜予 算 額＞          問合せ先：財務課 200-3104 内） 45403       

  １６０，２５３，６３９千円  （対前年度比：＋１．０％）

＜主な事業＞ 

 安定給水の確保と安全性の向上   

 水道施設・管路の更新・耐震化事業の推進        １７，０２９，１７７千円

○地震発生時の管路被害を抑制するため、市内の老朽化した管路

や市立小中学校等の避難所への供給ル－トとなる管路などを

耐震管で更新します。（更新延長約 40ｋｍ）

○応急給水拠点の利便性を高め、より迅速な応急給水の実現を図

るため、供給ルートとなる管路の耐震化が完了した市立小中学

校の水飲み場と配水池・配水塔を活用し、開設作業が不要な応

急給水拠点の整備を計画的に進めます。

○基幹管路の将来における更新や、漏水事故・維持管理等への対

応強化のため、基幹管路の二重化・ネットワーク化を進めます。

 ○黒川高区配水池、千代ヶ丘配水塔及び長沢浄水場排水処理施設

において、施設の更新・耐震化を進めます。

 工業用水道施設の整備事業の推進              １，６５７，８７３千円

○老朽化した配水管の更新を進めます。

○水道との共用施設である長沢浄水場排水処理施設の更新・耐震化を進めます。

◯浸水想定区域内に含まれる施設のうち優先度の高い施設の浸水対策を進めます。

耐震管布設工事 

上 下 水 道 局 

長沢浄水場排水処理施設 基幹管路のネットワーク化（イメージ図） 

開設不要な応急給水拠点の設置 

-92-



  下水道による良好な循環機能の形成    

防災・減災、国土強靱化のための浸水対策・地震対策事業の推進 

５，７９８，３１５千円

○令和元年東日本台風の被害を踏まえ、山王排水樋管周辺地域にお

いて、バイパス管の整備を進めるとともに、中長期対策の具体化

に向けた取組を推進します。

○浸水対策として６つの重点化地区のうち、三沢川地区、土橋地区

 及び京町・渡田地区の対策を推進するとともに、その他の重点化

地区の対策についても工事着手に向け、取組を進めます。

 ○局地的な浸水被害が発生している箇所において、地域特性を踏まえた浸水対策を推進します。

○外水氾濫等の被災時において、下水道機能を確保するため、下水道施設の浸水対策（耐水化）

を推進します。

○川崎駅以北の地域において、被災時にも機能確保が必要となる避難所や重要な医療機関等と水

処理センターを結ぶ管きょの耐震化を推進します。

○大島ポンプ場などにおいて、汚水揚水機能の確保のため、耐震化工事を推進します。

○麻生～等々力水処理センター間において、耐震性を有する管きょによる汚泥圧送管の二条化を

推進します。

合流式下水道改善事業の推進               ２，９９５，９８８千円

○下水道法施行令に基づき、令和５年度までに対策を完了するこ

 とが義務付けられている合流式下水道改善事業について、雨天

時に未処理下水が公共水域に放流されることを削減するため、

六郷遮集幹線の整備、大師河原ポンプ場の再構築に併せた施設

の改造を推進します。

高度処理事業の推進                   ４，９７５，０００千円 

 ○下水道法に基づき神奈川県が策定した「東京湾流域別下水道整 

  備総合計画」で掲げられた目標水質の達成に向け、等々力水処 

理センターの高度処理施設（流量調整池、脱窒ろ過池、反応タ 

ンク）の整備を推進します。 

 下水道の管きょ・施設の適切な維持管理と老朽化対策及び未普及解消事業の推進 

７，２６４，６８７千円  

○アセットマネジメントによる下水道施設の効率的な管理に取り組みます。

○管きょ再整備重点地域において、老朽管の布設替えや更生工法による再整備を推進します。

○渡田ポンプ場や大師河原ポンプ場において、施設の再構築を推進します。

○水処理センター・ポンプ場において、機械・電気設備の長寿命化対策を推進します。

○設備更新や再構築に合わせ、省エネ、創エネ機器の導入等による温室効果ガス排出削減の取組

を推進します。

○河川区域など、下水道整備が困難な地域において、未普及地域の解消に取り組みます。

脱窒ろ過池工事 

雨水管布設（推進工法） 

六郷遮集幹線 
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＜予 算 額＞          問合せ先：経理課 200-3203 内） 47301 

  １１，６１７，８１７千円  （対前年度比：△０．０％）

＜主な事業＞ 

  市バスの輸送サービスの充実     

 安全な輸送サービスの確保            ７０，７２８千円

○交通局の安全管理体制を構築・改善する「運輸安全マネジメント」を推進し、全職員が一丸と

なって、輸送の安全性の向上に取り組みます。 

・運転手一人ひとりが、停留所着発時のオーバーハング

や発車時、停車時の反動などを体験し、車両感覚や安

全運転意識を養う運転手実技研修について、対象者を

拡大して実施（拡充） 

・ドライブレコーダーを計画的に更新するとともに、更

新に合わせてカメラ数を増設する等、更なる安全、安

心を確保するための取組の実施（拡充） 

・運転時の速度や運転時間だけではなく、急加速や急制 

動などの運行データが記録可能なデジタルタコグラフ 

を活用した指導の試行実施の検証 

市バスネットワークの形成                   １５，６０３千円

○市域全体における人口の増加や人々の行動様式が変容したことによる通勤等の輸送需要の変

化を見極めつつ、総合都市交通計画や地域公共交通計画などの関連計画と連携しながら効率的

な市バスネットワークの形成を図ります。 

お客様サービスの推進                      ８，３４０千円 

○運転手の安全な運転操作や接客サービス等の実施状況を確認するため、添乗観察を計画的に実

施し、その結果に基づく改善指導を行います。 

○高齢者・障害者・妊産婦など、誰もが安全、安心、快適に利用できる「心のバリアフリー」を

推進するため、車いす・ベビーカー利用時のルール・マナーを車内広告等により広く周知しま

す。 

事業基盤の強化に向けた取組の推進              ３７２，２２０千円 

○運転手、整備員の計画的な採用に向けて、効果的な広報や多様な採用選考等を実施します。 

○全国的にバス運転手が不足している状況を踏まえ、大型自動車第二種免許を保有していない若

年層の採用に向けて運転手（養成枠）の採用選考を引き続き推進します。

○計画的に整備を進めてきた上平間営業所について、給油所改築工事を実施し、上平間営業所建

替整備事業を完了します。 

交 通 局 

運転手実技研修の様子 
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営業所の管理委託                    ２，３２３，８６４千円 

○上平間営業所及び井田営業所の管理委託体制を継続し、コスト削減やサービス水準の維持・向

上等を図ります。

バス利用環境の充実・移動空間の快適化          １，６０１，９６９千円 

 ○2050 年の脱炭素社会の実現に向けた取組と

連携して、各種支援を活用しながら環境に配

慮したハイブリッドバスを導入し、脱炭素に

向けた取組を進めます。

  ・更新予定車両数 16 両

○お客様への快適なバス待ち空間の提供に向けて、

バス停留所施設（標識、停留所上屋等）の点検、修繕、清掃などを継続して実施します。

 ○運転手を含めた営業所職員の手指消毒やマスク着用の徹底、全バス車両に抗ウイルス・抗菌施

工を実施するなどの新型コロナウイルス感染症防止対策を継続して実施します。 

収益事業の推進                   １５，５８８千円 

○市バスの広告事業として、ラッピングバス広告や車内音声広告、車内額面広告等を行い、収入

を確保します。

職員（運転手等）の健康管理の推進               １９，４５６千円 

○運転中の心臓疾患、大血管疾患及び脳血管疾患の発症の予防、疾病の早期発見・治療に向け、

心臓疾患、大血管疾患対策検査及び脳健診を引き続き実施します。 

○定期健康診断の受診を徹底させ、疾病の早期発見・治療につなげることで、職員の健康保持・

増進を図ります。また、産業医による定期的な巡回を行うとともに、保健相談員による保健相

談・指導を行うなど、安心して健康に働くことができる職場環境づくりに取り組みます。 

○睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）のスクリーニング検査を計画的に実施します。 

車内額面貸切広告 市バス車内の広告 

ハイブリッドバス 
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多摩病院

＜予 算 額＞       問合せ先：経営企画室 200-3855 内） 70520 

  ４２，６０１，５４９千円  （対前年度比：△５．３％）

＜主な事業＞ 

 信頼される市立病院の運営      

神奈川モデルの下、新型コロナウイルス感染症患者の感染拡 

大の状況に応じて、必要な入院病床を確保し、重症患者・中等 

症患者の積極的な受入れを行うとともに、医療従事者へのワク 

チン接種にも対応するなど、公立病院として感染症に取り組み 

ます。 

医療の質の向上と体制の整備  ２５３，８０４千円

〇看護体制の強化、リハビリテーションや薬

物療法の充実、人工呼吸器や人工心肺装置

など医療機器の管理体制の強化、さらには、

事務執行体制の強化など、医療提供体制の

整備を行い、医療ニーズに適切に対応しま

す。

経営健全化の推進         ２０１，６０６千円

○新たな「川崎市立病院経営計画 2022-2023」に基づき、「医

療機能の充実・強化」、「患者にやさしい病院づくり」、「地域

社会への貢献」、「強い経営体質への転換」などの施策に取り

組みます。

川崎病院の運営     １１，４５３，８７７千円 

○高齢化の進展が予想されることから、高齢者に多い脳卒中等の５疾病への対応とともに、血液内

科による悪性リンパ腫や白血病の治療の充実に取り組みます。地域の認知症に関する医療提供体

制の構築に向け、令和３年度に開設した認知症疾患医療センターの円滑な運営を行います。 

○川崎病院医療機能再編整備については、土壌汚染対策工事及び既存建物の基礎撤去工事を行いま

す。また、令和３年度に着手したエネルギー棟・給水ポンプ棟の建築工事を進めます。 

病 院 局 

新型コロナウイルス感染症への対応
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井田病院

井田病院の運営                      ５，０２０，７４１千円 

○地域医療機関との連携による機能分化を推進するとともに、地域包括ケア病棟の活用によるリハ

ビリテーション機能の充実、地域の在宅療養患者の緊急時の受入れなど、在宅復帰・在宅療養支

援の充実に向けて取り組みます。

〇地域がん診療連携拠点病院として、増大するがん

等の成人疾患医療の充実に向けて、乳がん・肺が

ん・胃がん・大腸がん等の精緻ながん検診を行い

ます。

〇放射線治療科では、令和３年度に更新した高精度

放射線治療システム（リニアック）の稼働により、

病巣のみに高い放射線を照射する、周囲の臓器に

影響を及ぼさない、より正確な治療を提供します。

〇緩和ケア病棟では、その人らしく人生の最期が送れるよう質の高い緩和ケアに取り組みます。

                                ○放射線診断科では、X 線透

視下で検査や治療を行う血

管造影Ｘ線診断装置（アン

ギオ装置）を更新します。

装置が新しくなることで、

被ばくの低減や画質の向上

が期待でき、診断・治療の

精度の向上が図られます。

多摩病院の運営管理 ７９７，４０８千円 

（指定管理者：学校法人聖マリアンナ医科大学）

○北部医療圏での２次救急医療の拠点として、小

 児医療を含めた救急医療を中心に、高度・特殊

・急性期医療などを提供します。

○災害拠点病院としての役割を担うとともに、地域医療支援病院として医療機器の共同利用や地域

の医療従事者を対象とした研修の実施、地域のかかりつけ医などとの連携を進めることで、地域

全体の医療供給体制の向上を図ります。

○施設･設備の老朽化に対し、長寿命化に向けた維持補修を実施します。

高精度放射線治療システム（リニアック）

川崎病院 
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  競輪事業 ２３，４３３，１３８千円     
【所管局：経済労働局】 

○包括業務委託による民間ノウハウを活用した効果的・効率的な事業運営を 

行うなど、持続可能な競輪事業の運営に努め、市財政への継続的な貢献を 

図ります。 

・年 12 回 52 日 開催予定 

卸売市場事業 ２，１８２，７９３千円    
【所管局：経済労働局】 

○「川崎市卸売市場経営プラン改訂版」に基づく施策の推進や、屋上防水工事、冷温水発生機改

修工事等の施設整備を実施するなど、安定的な運営を行います。 

・北部市場（中央卸売市場）、南部市場（地方卸売市場） 

  国民健康保険事業 １２２，７５０，８８７千円    
【所管局：健康福祉局】 

○他の健康保険に加入していない方等を被保険者とし、神奈川県と共同で運営します。

 ・被保険者数（年平均） 251,000 人

○国民健康保険に関する様々な手続のうち、葬祭費支給申請や過誤納金還付請求など、オンライ

ン申請の仕組みが構築可能な手続について、段階的に対応していきます。

○国民健康保険システムは、国が目指す令和７年度自治体システム標準化への対応を進めます。

  母子父子寡婦福祉資金貸付事業                  ３０３，９５７千円     
【所管局：こども未来局】 

○母子父子寡婦世帯の経済的自立を支援するため修学資金等の貸付けを行います。 

  後期高齢者医療事業 １８，９８２，０９５千円
【所管局：健康福祉局】 

○75 歳以上の高齢者等を被保険者とし、神奈川県後期高齢者医療広域連合と連携して事業を実施

します。   

・被保険者数（年平均） 154,250 人 

○後期高齢者医療システムは、国が目指す令和７年度自治体システム標準化への対応を進めます。 

  公害健康被害補償事業 ７０，７９２千円    
【所管局：健康福祉局】 

○一般財団法人川崎市公害対策協力財団からの拠出金を主な財源として、大気汚染の影響による

健康被害に係る補償を行うとともに、被害者及びその遺族の生活の安定並びに福祉の向上を図

ることを目的として、必要な事業を行います。

・被認定者数（年平均） 1,124 人

 本市の予算は、一般会計のほかに、主に特定の収入をもって特定の事業を行う

場合で、一般会計の歳入歳出と区分して経理する必要がある場合に特別会計を

設けています。ここでは、特別会計で実施している事業を紹介します。

 特 別 会 計 予 算 

川崎競輪イメージキャラクター 

「九ちゃん」 
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  介護保険事業 １０８，６４９，４９７千円 
【所管局：健康福祉局】 

○要介護認定者等の介護サービス利用に係る保険給付等を行います。

 ・第１号被保険者数（年平均） 311,934 人

  港湾整備事業 ４，８８８，２０１千円 
【所管局：港湾局】 

○港湾施設使用料や財産収入等により、上屋、荷役機械置場、コンテナターミナル等の港湾施設

の整備及び管理運営を行います。 

○川崎港の物流機能強化に資する港湾関連用地等を確保するため、海面埋立に必要な護岸等の整 

備を実施します。 

  勤労者福祉共済事業    １０６，５３１千円    
【所管局：経済労働局】 

○勤労者福祉共済の会員からの掛金収入等により、給付や福利厚生事業等を行います。

・加入者数（年平均） 11,858 人 

墓地整備事業  ３７３，０５１千円
【所管局：建設緑政局】 

 ○墓地使用料等により、墓地（緑ヶ丘霊園・早野聖地公園）の整備を実施します。

  ・緑ヶ丘霊園小区画一般墓所（958 か所）の整備等

  ・早野聖地公園次期整備区域の造成・基盤整備に向けた調査等 

生田緑地ゴルフ場事業  ３９０，０９５千円
【所管局：建設緑政局】 

 ○利用料収入により生田緑地ゴルフ場（多摩区）の整備・管理

を実施します。

  ・ゴルフ場園路補修工事

公共用地先行取得等事業 １，５６８，５８９千円
【所管局：財政局】 

 ○将来、公園や道路などの公共事業に供する用地の先行取得、及び先行取得した用地の維持管理

を行い、円滑な事業の実施を図ります。

公債管理 １７２，３８５，４３３千円
【所管局：財政局】 

 ○川崎市債の発行・償還（元金の償還及び利子の支払い）を行います。

 ○将来の元金償還に備え、減債基金への積立を行います。

生田緑地ゴルフ場 
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